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政府が5月15日の閣議で，裁判員裁判を来年5月21
日から実施することを決定しました。1年後には，全国
で裁判員裁判が始まります。重大犯罪について判決する
裁判員の職責は重く，市民の皆さんの中には，できれば
裁判員となることを避けたいとの声があることも十分承
知しております。
しかし，市民が司法に直接かかわることとなる裁判員

裁判は，司法の国民的基盤を強固なものとして確立する
ためには，大きな意義を有しています。
平成13年6月に発表された司法制度改革審議会意見書

に基づく改革の前には，裁判官の選任に直接国民の意思
を反映する制度はなく，内閣の選任した最高裁判所裁判
官について，国会議員選挙の際に国民審査が行なわれる
制度があるものの，司法は国民の意思からは遠い存在で
した。意見書が具体化された裁判員裁判は，国民が裁判
に参加するものとして定着させなければならないものと
考えます。
日本弁護士連合会，最高裁判所および法務省は，広報

活動を通じて，この制度実現へ向けた環境整備に努めて
います。

本会も，昨年度，裁判員劇「東京地裁刑事201号法廷－
平成21年度・あなたが裁判員　彼に殺意はあったのか？」
を9回実施しました。
また，弁護士がわかりやすく説得力のある法廷弁護技

術を習得するために，体験型の弁護士研修等の専門講座
の実施，法曹三者の実施する模擬裁判への参加など，弁
護士研修に積極的に取り組んでおります。
さらに，裁判員裁判について，より多くの市民の方々

に理解していただき，積極的に参加していただくために，
本会は，裁判員裁判に関心を持つ民間団体の方々や公共
団体に対して迅速に弁護士を講師として派遣するシステム
を立ち上げました。詳細は本会ホームページ裁判員裁判
「東京弁護士会の取り組み」をご覧ください。

本会は，裁判員裁判の実施まで「待ったなし」となっ
た今，弁護士会員のみならず，市民の皆さんとともに，
実施準備に万全を期すと共に指摘された懸念の解消にも
努める決意です。

2008（平成20）年5月21日
東京弁護士会会長　山本剛嗣

当会の調査室には，8名の非常勤嘱託弁護士が
いる。
調査室は，そのときどきの案件に応じて，単独
あるいはチームを組んで職務を担当する。会員に
一番身近な職務内容は，弁護士法23条の2に基づ
く弁護士会照会請求手続の審査ではないだろう
か。昨年度は，過去の蓄積をもとに『弁護士会照
会制度―活用マニュアルと事例集―』〔第3版〕を
出版し，好評を博している。そのほか，会則や規
則等の見直しに伴う整合性調査や条項案作成，会
長から委嘱される個別案件の調査，会費免除申請
の審査等を行い，常議員会等で説明のために立会
することも少なくない。なお，昨年度から，人権
擁護委員会に申し立てられる人権救済案件を専門
に担当する佃嘱託が就任している。
今年度の調査室には，昨年度まで5年間嘱託を
務めた田畑嘱託（53期）に代わり，ラグビーをや
っていたスポーツマンの砂川嘱託（53期）が新た
に加わった。そして昨年度まで3年間にわたって

室長を務めた中村嘱託（47期）が，4年の任期を終
えたにもかかわらず調査室にとどまり，年齢的に
は一番若い新室長の川畑嘱託（52期，5年目）を
強力にサポート。調査室4年目を迎える花崎嘱託
（48期）は法律相談関係の規則に，同じく4年目の
吉田嘱託（53期）は，刑事関係と個人情報関係の
規則にそれぞれ詳しい。調査室2年目の中井嘱託
（54期）と鹿野嘱託（53期）は，自らの得意分野を
確立すべく，切磋琢磨の日々を過ごし，同じく2
年目の佃嘱託（45期）は，ますます当会に集中する
人権救済申立案件の対応に日夜汗を流している。
どうぞよろしく。

調査室紹介
～新任嘱託1名を迎えて～

調査室メンバー ※カッコ内は期／入室年月

前列左より 砂川祐二（53期／2008.4），川畑大輔（52期／2004.4），
中村　博（47期／2004.4）

後列左より 花　浜子（48期／2005.4），佃　克彦（45期／2007.4），
中井陽子（54期／2007.4），吉田崇一郎（53期／2005.4），
鹿野真美（53期／2007.4）




